
Ⅰ概観
序）警告①群衆1)心の固さ2)心の闇 ②
パリサイ人:偽善 ③律法学者:言行不一致
１、律法学者の不信仰(1)言行不一致
２、律法学者の不信仰(2)預言者の迫害
３、律法学者の不信仰(3)救いの妨げ
４、クリスチャン６つの不信仰
適用）あなたが今週、突破したいと願
う信仰の壁（不信仰）は何でしょう？

不信仰への警告④言行不一致

ルカの福音書11章45-54節
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Ⅱ律法学者の不信仰（１）言行不一致
１、律法学者とは？
２、人々への指示と神様への要求←重荷 
イザヤ1:13-17　        　　　　　　　　　　
３、指示・禁止令・断罪←救済なし
⇒律法主義(聖書の教えを人間の力で達成)と
教条主義(聖書の言の表面的適用)は双子、
共に聖霊の働きと愛を除外←ただし主は無
律法主義や聖書の人間的解釈をも退けられ
た（42、 黙22：18-19)

Ⅲ律法学者の不信仰（２）預言者の迫害
１、預言者とは？　神の言の取り次ぎ手
２、生きてるときは従わず、死んだら賞賛
→「良い預言者は死んだ預言者」？？
３、自己への適用の欠如(否認）
1)総論賛成・各論反対  2)自己への適用の拒
否  3)旧約時代、総決算:「時が満ちて」
⇒否認から認罪へ　　　　Ⅱサムエル12-7

Ⅴクリスチャン6つの不信仰
１、教会の6つの不信仰の壁
①形式信仰②特別扱い③偽善的フンイキ④
言行不一致⑤み言の実質的否認⑥宗教の拡
大再生産
２、イエス様の模範
①やわらかい心②明るく透明な心③偽りの
ない真実さ④言行一致⑤信仰の拡大再生産
(救い・弟子訓練・派遣）
⇒天父との関係、聖霊のみたし、内から外

Ⅳ律法学者の不信仰（３）救いの妨げ
１、聖書解釈権の独占←イエス様の権威
２、福音への反対←自己の業績・義認
３、救いなき宗教←キリストを十字架へ
⇒①人間の業を条件とする救いは天国の門を
閉ざす ②イエス様中心の聖書解釈が父なる
神様のみ心を明らかにする  ③聖書と聖霊の
信仰のスタートは→自己の罪認識と天父の愛
と赦しの受容から
結)キリスト信仰の祝福マタイ16：15-19


